
名
分
論
よ
け
つ
見
わ
い
る
春
秋
三
俸
の
特
色

務長

出

l主

し

七¥

き

思
子
の

ー

ζ
J
め
る
よ
よ
フ
に

ア
与
を
も
っ
て
そ
の
生
命
と
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ

と
で
あ
J
'
Q
ひ
こ
の

q
J
y
h
子
、
、
つ

『

y
a
d乍
ふ

ぷ

グコ

の
挙
訟
を
議
し
て
見
て
も
明
ら
か
な
こ

と
で
あ
る
が
、

し
よ
う
と
す
る
中
閣
の

の
制
作
し
た
と
い

、
c
i
γ
K
J
お
バ
ト
j

h

判
長
リ
h

e

£

L
M
m
7し
ゃ
非

L
ナ
J
m
h
d
p
H
J
/

つ
も
の
と

( 12 ) 

、
ーしY

ら
な
い
。
こ
こ
に

の

に
す
る
た
め
に
は
、

，
で
主
T
f
一ムロ

J
R
5
F」

'R

め
、
各
時
代
に
お
け

の
姿
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

ニ
俸
の
名
分
論
を
中
心
と
し
て

、
そ
れ
ぞ
れ

と
と
も
に
、
そ
れ
が
一
一
一
俸
の
輿
践
と
い
か
な

っ
か
に
つ
い
て
論
究
し
て
み
た
い
。

町一、
T

}

九

(
j

L
u
e
~
M
，h
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(
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J
J
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N
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!
;
!

}

L寸
a
L

ゴト

hτ
悶
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仏
伸
仰
山

J
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叫
ハ
J
n
H円
¥
え
叫
J
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J
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H
M
ニ
ト
作
汀

r
l
J

一

マ
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M
J
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あ
る
い
け



(
m
m
じ
ザ
と
冶
じ
♂

0) 

コ
ハ
-
'
♂
句
、
ず
1
d
3

けい」
Jr

t

j

(

-

i

;

〆

i

，

J

、
1
1

・

1
%

ノ

/
rつ
れ
!
ノ

の
政
吹
土

と
も
に
そ
の
見
解
を

も
の

ぴ〉

の
と
し
て
、
そ
の

の
1
/

丈
ば
っ
て
い
る
一
、
が
、

途
二
絡

始
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か

」目

、m
} 

1-

、、一

俸
の

":) 

V
9
2
 

-
普
文
を
始
め
と
す
る
春
秋
時
代
の

、
J
ぷ
h
吋
4」

γ
い

。〉

て

て〉

の
代
表
と
見
る
べ
き
も
の
で
、
こ

れ
に
関
す
る
一

、、、、
4

、

1
v

カ

L、

関
す
る
次
の
経
文
に
針
す
る
…

の
所
設
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

① 

務
部
前
口
部
次
世
一
子
誠
北
一
救
ド
郊
。

③ 
う
軍
を
起
こ
し
て
も
、

き
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
次
る
と
記
し
て
あ
る
の
は
、
純
一
公
が
郊
を
放

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
ら
ぽ
何
故
に
狭
が
郊
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
を
夜
設
問
し
な
い
か
と

、
•• に
次
る

( 13 ) 

い
え
ば
、

上
vi 

台、
'"':) 

…
わ
ぬ
い
イ

rJ) 

ア
れ
を
救
い

か
っ
た

才、
、ピム

の

文
開
局
筋
不
γ
悶
丹
、

ブフ

能
救
ν
之
、
別
救
v
之
可
也
。

て
い
る
。
こ
こ
に

そ
れ
に
代
わ
る

て
の

、、

の

の

¥
ふ
と
っ
上
述
心



俸
文
に
止
ま
ら
ず
、
②
に
関
す
る
俸
叉
や
、
そ
の
抱
(
俸
公
十
四
・
文
公
十
四
・
草
公
十
了
定
公
一
元
)

に
も
見
え
る
c

し
か
も
公
羊
俸
は
、
③
の

経
文
に
針
し
、

楚
有
一
一
王
者
一
刻
後
服
、
無
一
一
王
者
一
期
先
銭
、
一
央
以
前
認
病
一
一
中
鶴
、
一
間
一
英
輿
一
一
北
玖
一
交
、
中
鴎
不
γ
経
若
γ
経
、
桓
公
救
一
一
中
圏
一
一
叩
援
一
一
一
夷
獄
ペ

卒
帖
γ
剤
、
以
v
此
矯
-
一
王
者
之
事
一
也
、
其
昔
日
y

来
何
、
興
一
一
紹
一
倍
m
v
主
也
c

と
論
じ
、
一
売
以
を
討
っ
て
中
踏
を
救
っ
た
滞
緩
の
功
業
を
綿
一
揚
し
て

の
事
」
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
c

こ
れ
は
ま
さ
に
覇
者
の
斉
桓
を
も
っ

て
王
者
化
せ
ん
と
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
述
の
ご
と
き
公
羊
俸
の
現
質
主
義
的
傾
向
は
、
そ
の
理
想
と
す
る
零
王
思
想
と
相
矛
盾
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
矛
盾
を
い
げ
か

に
解
稼
す
べ
、
き
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
は
公
平
俸
は
、
そ
の
現
宜
主
義
的
立
場
か
ら
、
弾
砲
の
ご
と
き
寅
力
あ
る
新
興
勢
力
を
肯
定
し
、
そ
の

新
興
勢
力
が
蓄
勢
力
に
代
わ
っ
て
新
王
朝
を
樹
立
し
た
際
に
お
け
る
名
分
論
を
傘
周
に
託
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
斯
く
解
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
公
羊
俸
が
襟
{
患
の
一
一
統
樹
立
に
理
論
的
根
擦
を
輿
え
、
そ
の
擁
護
に
よ
っ
て
盛
行
す
る
理
由
が
首
肯
で
き
る
。
す
な
わ
ち
公
羊
俸
に

は
、
笈
力
の
あ
る
新
王
朝
の
出
現
を
待
望
す
る
思
想
が
濃
厚
で
、
ま
さ
に
孟
子
の
新
王
待
望
の
思
想
と
相
題
ず
る
も
の
が
あ
る
。
た
だ
設
子
は

務
者
を
石
定
し
た
が
、
公
羊
俸
は
こ
れ
を
肯
定
す
る
も
の
で
、
こ
こ
が
孟
子
と
公
羊
俸
の
相
違
す
る
所
で
あ
り
、
公
羊
俸
が
漢
代
に
お
い
て
竹

( 14 ) 

出

m
に
著
わ
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
意
義
が
存
す
る
。

公
羊
俸
に
お
け
る
務
担
の
覇
者
観
の
骨
子
は
よ
述
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
次
に
穀
梁
俸
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
、
穀
梁
俸
は
、
①
に
つ
い
て

武ハ不
γ
一一諮問一一，
mm
侯
一
何
也
、
以
ニ
其
不
v
足
一
一
乎
湯
川
不
γ
一一一一同一一務侯一也。

と
論
じ
、
裕
一
公
が
部
閣
の
滅
亡
を
救
い
得
ず
、

俸
は
、
桓
公
を
新
者
と
し
て
務
認
し
な
か
っ
た
も
の
で
、
そ
の
こ
と
は
、
②
の
経
文
に
針
す
る
次
の
俸
文
に
明
ら
か
で
あ
る
。

抑
制
揚
す
べ
き
も
の
が
な
い
と
し
て
、
そ
の
存
在
を
無
税
す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
穀
深

一
鷲
何
也
、
不
γ

悶
?
務
侯
事
封
一
也
、

英一士一口
y

域
γ
之
者
、

事
辞
世
、

故
手
一
天
子
戸
不
γ

得
三
幕
一
一
封
諸
侯
一
也
、

諸
侯
不
γ
得一一一

…
率
二
封
諸
侯
ペ
雌
v
遜
『
ヰ
札
円
仁
川
以
v
義
市
不
v
関
門
悲
、
故
田
、
仁
不
ν
勝
v
選。



こ
の
穀
梁
博
文
は
、
純
名
分
散
を
も
っ
て
一
貫
す
る
も
の
で
、
た
と
え
務
粧
の
行
第
一
か
仁
に
遁
ず
る
羨
事
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
苓
封
を
徹
底
的

に
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
公
羊
停
が
「
質
興
一
山
す
〈
不
v
輿
」
と
和
し
て
、
部
門
桓
の
専
封
を
笠
質
的
に
容
認
す
る
も
の
と
比
較
じ
す
れ
ば
、

穀
梁
俸
の
堅
持
す
る
名
分
論
は
、
公
羊
俸
の
ご
と
き
現
質
主
義
と
員
向
か
ら
樹
立
す
る
純
理
想
主
義
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
③
の
停
文
に
つ
い
て
も
一
一
一
一
回
い
得
る
?
公
羊
俸
は
、

の
燦
夷
の
功
を
稿
賛
し
て
王
者
の

っ
て
い
る
が
、
穀
梁
停
は
、
楚
図
征

伐
の
名
自
を
「
昭
玉
商
狂
不
L
氏、知一一
Z
T之
貢
不
y

豆
、
故
局
室
不
γ

祭
」
(
ほ
ぽ
左
俸
と
間
文
)
と
い
う
傘
周
の
大
義
一
に
か
け
て
い
る
。
穀
梁
停
が

傘
痛
の
名
分
を
も
っ
て
一
貫
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
事
貨
で
、
こ
れ
が
穀
梁
俸
の
特
色
で
あ
る
。
か
か
る
傘
周
の
名
分
論
は
、
蓄

勢
力
を
維
持
し
て
そ
の
一
統
天
下
を
擁
護
す
る
に
適
合
す
る
も
、
武
力
革
命
に
よ
る
新
王
朝
建
設
の
鴬
初
に
は
迎
合
し
な
い
。
景
帝
の
面
前
に

お
い
て
、
藤
間
生
と
湯
武
の
革
命
を
論
じ
て
、
そ
の
非
を
主
張
し
た
資
生
の
論
が
、
つ
い
に
漢
室
の
成
立
を
否
定
す
る
に
至
っ
た
こ
と
と
相
遜

ず
る
〈
史
記
・
儒
林
博
〉
。
穀
梁
俸
が
公
羊
俸
に
復
位
し
得
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
は
こ
こ
に
存
す
る
。

次
に
、
友
俸
に
つ
い
て
見
る
に
、
左
停
は
①
に
資
し
て
は
、
「
凡
侯
伯
救
y

息
分
y

災
討
y

罪
、
麓
也
J

と
述
べ
て
、

救
っ
た
態
度
を
蛍
然
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
に
左
俸
の
覇
者
叡
に
基
づ
く
。
左
俸
は
、
②
に
つ
い
て
は
特
記
す
る
こ
と
は
な
い

る
桓
公
が
部
閣
を

く15) 

が
、
③
に
つ
い
て
は
、

管
仲
裂
回
、
昔
召
康
公
命
一
一
我
先
君
太
公
一
回
、
五
侯
九
倍
、
汝
寛
征
γ

之
、
以
侠
一
一
日
開
周
室
「
:
:
:
爾
貢
右
茅
不
v
入、

王
祭
不
v
供、

無
ニ
以

縮
?
潟
、
寡
人
是
徴
、
昭
玉
南
征
不
y
復
、
寡
人
是
問
。

そ
の
傘
潤
の

と
述
べ
、
結
一
公
南
征
の
理
由
を
、
局
室
の
侠
輔
、
す
な
わ
ち
傘
周
の
大
義
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
惑
は
前
述
の
穀
梁
停
と
相
活
ず
る
も
、
そ
の

異
な
る
所
は
、
穀
梁
俸
は
覇
者
を
一
台
定
す
る
に
針
し
、
左
俸
は
そ
れ
を
ム
内
定
し
て
い
る
結
に
あ
る
。
左
停
を
見
る
に
、
務
粧
や
晋
文
の
功
績
を

ら
終
揚
す
る
所
が
多
く
、
要
す
る
に
覇
者
の
存
在
を
王
室
輔
繁
の
立
場
に
お
い
て
積
極
的
に
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
た

で
あ
る
か
、
は
た
叉
作
者
の
増
簡
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
嘗
持
の

、
多
く
談
話
の
中
に

る
も
の
で
、
蛍
時

繁
録
と
す
る
も
、

お
け
る
覇
者
の
人
心
政
擦
の
一
一
一
一
口
鮮
に
よ
る
も
の
か
、
検
討
す
べ
き
絵
地
は
存
す
る
が
、
と
に
か
く
左
俸
に
は
、
上
述



の
ご
と
き
頼
者
叡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
〈
拙
著
在
俸
の
成
立
と
其
の
展
開
第
一
編
第
三
章
第
二
節
参
頬
)
。

従
っ
て
左
停
の
務
者
殺
は
、
箆
史
の
現

ら
、
新
興
勢
力
の
涼
践
を
容
認
す
る
も
、
公
学
俸
の
ご
こ
く
蕎
勢
力
と
の
針
決
に
お
い
て
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
蓄

勢
力
の
擁
護
に
お
い
て
是
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
静
伺

三土込
liJlll 

命と
述
の

-
阪
川
内
々
ヨ
奴
九
J¥υ

、

日
ヰ
之
寸
H
a
n
?、

の
名
分
に
関
す
あ
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
殺
意

-
復
畿
の

め
ぐ
る
三
俸
の
君
臣
論
に
つ

い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

、1
2
/

J
I
 

，J
e
s
t
、

殺
農
に
つ
い
て

一
涼
子
が
春
秩
制
作
の
大
義
を
述
べ
て
、
能
医
紋
子
を
恐
れ
し
め
る
に
あ
る
と
裕
し
て
い
る
が
、

い
ま
春
秩
経
文
に
つ
い
て
、
恒
子
に
し
て
そ

の
君
を
殺
す
る
者
を
見
る
に
、
二
十
六
の
多
き
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
ら
ば
春
私
三
俸
は
、
こ
れ
ら
試
逆
の
無
道
に
針
し
て
い
か
な
る
見
解
を

表
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

( 16 ) 

先
ず
絞
逆
に
関
す
る
三
俸
の
議
例
か
ら
眺
め
て
み
よ
う
。

O
公
羊
侮
i
稀
v
関
以
税
者
、
衆
紋
γ

君
之
鮮
也
。

(
文
公
十
八
、
苦
京
一
英
君
庶
其
一
〉

。
穀
梁
停
i
制
約

γ
関
以
紋
日
一
其
君
ペ
君
惑
甚
余
。

ハ
成
公
十
八
、
民
申
晋
試
ニ
其
君
州
蒲
一
〉

。
在
停
i
凡
殺
v
君
、
総
ド
君
、
君
無
道
也
、
絹
γ

臣
、
医
之
罪
也
。

ハ
官
一
公
回
、
六
月
乙
商
、

'---' 

右
の
義
例
を
見
る
に
、
公
毅
の
ニ
俸
は
、
無
道
の
君
を
試
す
る
場
合
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
左
俸
は
、
無
遁
の
君
、
を
試
す
る
場
合
と
靴
底
が

君
を
紋
す
る
場
合
と
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
公
穀
二
俸
に
コ
勿
論
震
を
試
す
る
箆
立
を
設
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
て
い
る
個
所
も
あ
γ

心
か
ら
、

二
郎
の
み
を
指
摘
し
て
、
無
道
の
君
を
試
す
る
必
然
性
の
み
を
強
調
す
る
も
の
で
辻
な
い
が
、
一
一
一
俸
に
共
通
す
る
重
大
な
こ
と
は
、

の
君
は
、
こ
れ
を
獄
す
る
も
可
な
り
と
い
う
き
び
し
い
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ケ
れ
は
、

統
治
者
の
慾
政
を
強
く
袋
詰
す

る
儒
家
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
、

の
ご
夫
の
約
を
訣
ー
す
る
一
の

通
ず
る
も
の
で
あ
る
心

論
一
訟
顔
消
篤
・
の



の
文
の
ご
と
き
も
、

父

長!J. 
ナ
弓之
iメ

子

刻
印
不
戸
沢
、
強
v
有
ν
菜
、
吾
輩
得
市
食
v
諸ー

武

五一寸停〉

て
引
用
さ
れ
、
春
秋
繁
一
向
に
も
、
「
父
不
v
父
、
則
子
不

、
川
則
一
以
不
v
以
…
斗
」
(
王
杯
鰐
)
と
見
え
て
い
る
。
か

か
る
相
射
的
君
臣
削
慨
は
、
阪
下
を
謝
象
と
し
て
説
く
も
の
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
帝
王
壌
と
し
て
統
治
者
に
針
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
春
歌

一
一
一
体
に
お
い
て
か
く
の
ご
と
き
紋
農
を
肯
定
す
る
所
訟
の
存
す
る
こ
と
は
、
一
夜
息
子
の
窓
幽
す
る
ご
と
く
、
果
た
し
て
箆
思
賊
子
を
恐
れ
し
め
る

数
山
川
ポ
を
期
待
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
次
演
の
権
遂
に
つ
い
て

す
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
に
後
漢
の
左
侍
家
資
法
が
、
左
氏
が
君
父
の
大
義
に
深
し
と
し
て
、
左
俸
の
長
義
'
を
主
張
し

日
い

了
乙
で
あ
り
、
ま
さ
に

の
地
位
を
脅
か

肯
で
き
る
し
、
社
預
が
春
私
懇
例
に
お
い
て
、
「
君
は
医
の
天
で
あ
る
か
ら
ハ
宣
公
四
年
の
停
文
て
君
を
戴
く
こ
と
天
の
ご
と
く
、
こ
れ
を
殺
し

む
こ
と
父
母
の
ご
と
く
、
こ
れ
を
仰
ぐ
こ
と
日
月
の
ご
と
く
、
こ
れ
に
事
う
る
こ
と
榊
拐
の
ご
と
く
す
べ
き
で
あ
る
が
、

一
日
一
君
が
無
道
な
れ

ば
、
路
傍
の
人
と
な
り
、
君
慌
の
義
を
失
う
に
至
る
」
と
述
べ
な
が
ら
も
、
「
然
君
臨
v
不
v
君
、
度
不
v
可
-
一
以
不
?
箆
」
(
書
紋
例
〉
と
強
調
し
て

い
る
理
由
が
あ
る
。
相
掛
的
君
臨
翻
を
排
し
て
結
射
的
君
箆
磁
を
設
く
斯
か
る
思
想
は
、

r

既
に
何
休
の
公
羊
注
ハ
玄
公
二
年
、
音
越
活
試
一
一
其
活
実

皐
一
の
停
文
〉
に
も
見
え
、
ま
た
古
文
孝
経
序
に
も
見
え
て
い
る
が
、
特
に
左
俸
家
の
強
諒
し
た
意
鼠
は
、
相
針
約
君
臣
観
に
よ
る
社
命
日
の
動
揺

不
安
に
封
躍
し
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
左
俸
が
王
務
印
刷
家
擁
護
の
壌
と
し
て
盛
行
す
有
力
な
根
擦
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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機
道
に
つ
い
て

楼
選
と
は
、
不
獲
の
常
道
を
一
説
く
経
に
射
し
て
、
絡
先
に
庭
す
る
非
常
の
道
で
あ
っ
、
そ
の
行
伎
の
至
難
な
こ
と
は
、
夙
に
論
孟
の
設
く
所
で

、、B，，，，ロ
，Is
‘、
、

あ
る
が
、
こ
れ
を
最
も
強
調
す
る
も
の
は
公
羊
俸
で
あ
る
。
桓
公
十
一
年
、
九
月
執
{
{
鄭
祭
仲
一
に
つ
い
て
、
公
羊
俸
は
、
鄭
の
宰
相
た
る
祭
仲

が
そ
の
君
昭
公
(
忽
〉
を
一
時
間
側
外
に
放
逐
し
て
、
そ
の
弟
腐
公
〈
突
)
を
立
て
、
他
日
昭
公
の
復
偶
仰
を
闘
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
権
道
を
行

使
せ
る
も
の
と
し
て
高
く
絹
揚
し
て
い
る
。
公
羊
博
が
祭
仲
を
穏
揚
す
る
理
由
は
、
突
の
樹
立
を
強
要
す
る
宋
溺
の
要
求
に
従
わ
な
け
れ
ば
、

そ
の
君
昭
公
を
死
せ
し
め
、
そ
の
関
郵
を
一
滅
ぼ
す
結
果
を
招
来
し
、
そ
の
言
に
従
え
ぽ
、
其
の
君
を
生
か
し
そ
の
践
を
存
し
、
や
が
て
招
公
復

錦
の
機
舎
を
待
つ
ζ

と
が
で
き
る
と
考
え
た
酷
で
あ
る
と
論
じ
、
要
は
そ
の
君
そ
の
趨
の
死
生
存
亡
の
大
…
擦
に
庭
し
、

一
身
を
足
場
制
し
な
が
ら



っ
た
庭
援
を
高
く
許
償
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
公
羊
俸
は
、
時
と
し
て
箆
が
そ
の
君
を
綾
置
す
る
こ
と
を
肯

も
、
こ
れ
に
針
す
る
公
羊
俸
の
考
え
は
慎
重
で
あ
る
。
文
公
十
四
年
晋
人
約
二
接
富
子
郊
宴
ベ
弗
v
克
ν
約
に
つ
い
て
、

そ
の

す
る

此
晋
都
欽
也
、
其
栴
v
人
何
、
同
氏
、
易
潟
夜
、
不
v
興
三
大
夫
専
駿
一
一
憲
君
一
也
、
易
矯
不
v
輿
、
賓
興
市
文
不
v
興
、
寸
〈
易
為
不
γ
呉
、
大
夫
之
義
、

不
v
得
一
町
議
俊
一
一
霞
君
一
也
。

と
論
じ
、
名
分
上
、
大
夫
が
君
を
援
置
す
る
一
幕
額
を
否
定
し
、
時
と
し
て
そ
の
行
使
を
許
容
す
る
態
度
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
恰

も
件
特
周
を
一
説
き
な
が

の
王
者
化
を
設
く
公
洋
俸
の
思
想
と
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
公
羊
俸
の
思
想
は
、
従
来
臣
子
の
築
紋

の
道
を
開
く
絵
地
が
存
す
る
。
さ
れ
ば
、
穀
梁
俸
は
、
「
死
一
{
君
難
ベ
医
道
也
、
今
立
v
惑
荷
数
v
正
、
惑
一
一
祭
仲
一
也
」
と
論
じ
て
祭
仲
を
非
難

し

、
公
羊
は
多
く
権
援
に
缶
、
ず
と
し
て
、

2
方
令
一
一
民
子
得
?
行
、
別
閉
『
一
一
若
箆
之
道
ペ
啓
一
一
築
殺
之
路
一
」
(
公
羊
注
疏
・
各
五
〉
と
論
じ
て

(
穀
梁
集
解
序
)

公
羊
を
攻
撃
し
(
左
停
は
、
祭
仲
の
専
断
を
非
難
し
て
い
る
〉
、
花
山
間
も
ま
た
、
「
以
y

緩
v
君
宿
m
v
行
y

権
、
是
一
柳
器
可
一
一
得
市
窺
{
也
」

と
述
べ
て
い
る
。
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公
羊
俸
の
権
道
論
は
、

い
わ
ゆ
る
非
常
大
義
と
し
て
公
羊
の
力
説
す
る
所
で
あ
り
、
若
一
一
仲
釘
の
ご
と
き
も
こ
れ
を
強
調
す
る
所
が
甚
だ
多
い

が
、
そ
の
主
観
的
判
断
は
、
名
分
論
よ
り
見
て
吟
味
す
る
払
跡
地
が
あ
り
、
穀
梁
俸
の
ご
と
き
は
、
時
に
「
幾
之
正
j

一
と
和
し
て
楼
道
を
説
く
所

あ
る
も
、
公
羊
の
ご
と
く
君
の
燦
援
に
関
係
せ
し
め
て
設
か
ず
、
左
停
も
ま
た
「
駐
稜
無
一
一
常
奉
ペ
君
一
位
無
ニ
常
位
一
」
(
陥
公
三
十
二
〉
と
述
べ
て

の
給
関
搬
を
否
定
す
る
説
話
を
載
せ
て
い
る
が
、
権
道
的
立
場
よ
り
論
、
ず
る
所
が
な
い
。
こ
こ
に
も
ま
た
三
俸
の
相
遣
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
、
左
停
家
の

こ
の
熱
か
ら
公
羊
を
論
難
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
り
左
俸
の

放
を
奏
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

の

名
分
上
、
深
く
観
る
所
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

、12J
'
、vr 
/
l

、
復
鱗
に
つ
い
て

府
公
開
年
の
「
紀
侯
大
二
去
其
悶

7
一
に
つ
レ
て
、
慰
君
の
鱗
は
九
世
は
お
ろ
か
、
宮
什
い
と
艇
も
復
鱗
す
べ
き
ア
}
と
を
論
じ
て
お

り
、
そ
こ
に
も
ま
た
明
天
子
な
き
場
合
に
お
け
る
諮
侯
間
の
復
線
を
肯
定
し
、
現
女
主
義
的
立
場
を
明
ら
か
に
し
い
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
復



鱗
論
は
し
ば
ら
く
置
き
、
君
臣
間
に
お
け
る
復
鱗
の

に
つ
い
て
、
一
ニ
停
の
所
設
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

こ
こ
で
直
接
問
題
と
す
べ
き
も
の
は
、
伝
子
荷
の
復
傾
に
つ
い
て
で
あ
る
。
伍
子
脊
の
矢
伍
脊
が
い
党
の
卒
互
に
殺
さ
れ
た
の
で
、
子
疋
宵
は
短

を
去
っ
て
呉
の
関
療
に
身
を
寄
せ
、
つ
い
に
そ
の
力
に
よ
っ
て
復
僚
を
達
成
し
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
楚
の
庖
で
あ
っ
た
子
荷
が
、

そ
の
君
に
復
徹
す
る
こ
と
の
可
否
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
公
羊
俸
は
、

父
不
v
受
v
設
、
子
復
y

綿
可
也
、
伊
〈
受
γ
誌
、
子
復
v
鱗
、
推
γ
刀
之
道
也
、
復
儲
不
v
除
v
佐官。

(
定
公
四
年
〉

と
述
べ
、
「
父
が
誌
を
受
け
る
べ
き
理
由
な
く
し
て
君
に
訣
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
子
の
復
僚
を
一
許
容
し

訣
せ
ら
れ
た
場
合
の
復
鱗
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
公
羊
俸
は
、
明
ら
か
に
子
脊
の
復
鍛
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
劉

せ
ら
れ
る
べ
き
理
由
が
あ
っ
て

し
て
穀
染
俸
は
、
子
脊
が
復
備
す
る
に
至
っ
た
事
件
の
経
過
を
、
殆
ん
ど
公
羊
俸
と
同
様
に
述
べ
て
い
る
が
、
公
キ
停
の
ご
と
く
子
宥
が
疫
を

も
っ
て
君
に
復
徹
し
た
可
苓
に
つ
い
て
論
ず
る
所
が
な
い
。
す
な
わ
ち
公
羊
停
に
説
く
{
父
不
γ
受
γ
諒
一
戸
云
」
の
僚
を
省
略
し
て
い
る
の
は
、
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寧
ろ
公
羊
俸
と
反
劉
の
立
場
を
取
り
、
君
臨
の
名
分
上
か
ら
子
荷
の
復
僚
を
肯
定
し
な
か
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
穀
梁
俸
の

は
、
上
述
し
た
し
た
穀
梁
俸
の
純
名
分
論
か
ら
見
て
も
首
肯
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
の
推
定
に
誤
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に

も
ま
た
公
穀
二
俸
の
持
つ
名
分
論
の
相
違
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
左
俸
を
見
る
に
、
左
俸
は
昭
公
二
十
年
及
び
定
公
四
年
の
僚
に
、
子
湾
問
の
復
鱗
に
繍
す
る
史
賞
を
遮
べ
て
い
る
が
、
復
僚
の
可
否
に
つ

い
て
明
確
な
見
解
を
示
し
て
い
な
い
。
左
停
家
の

、
子
混
同
の
復
鱗
に
つ
い
て
、
左
俸
が
こ
れ
を
肯
定
す
る
に
封
し
、
公
羊
俸
が
否
定
し

て
い
る
の
は
、
公
羊
の
短
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
の
は

公
羊
の
博
文
を
正
確
に
讃
解
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
と
も

許
慢
の
五
経
間
関
義
の
中
に
も
、
君
が
理
に
非
ず
し
て

数
せ
る
場
合
に
お
け
る
子
の
復
鱗
の
可
否
に
つ
い
て
論
ず
る
捺
が
あ
り
、
公
羊
設
は
前
述
り
公
羊
停
文
を
根
榛
と
し
て
、
子
の
復
鱗
を
肯
定
す

る
に
針
し
、
左
氏
設
は
、
一
i

君
命
は
天
命
な
り
s

一
と
い
う
見
解
に
基
づ
い
て
、
子
の
復
犠
を
否
定
し
て
い
る
。

天
命
な
り
」
と
い
う
左
氏
訟
の
根
擦
は
、
左
停
定
公
四
年
に
見
え
る
も
の
で
、
柏
間
帯
の
戦
い
で
敗
れ

に
、
果
た
し
て
左
俸
の
員
意
を
得
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
疑
わ
し
い
。

を

曲
践
上
疏
引
〉
「
一
若
命
は

の
昭
王
が
郊
に
奔
っ
た
時
、
鄭
公
平



の
弟
懐
が
、
か
つ
て

の
父
卒
王
、
が
一
憾
の
伊
〈
を
試
し
た
畿
を
復
せ
ん
と
し
た
擦
に
、

郊
公
平
が
、
「
君
討
γ

臣
、
誰
敢
鶴
γ

之
、
和
相
官
出
入
官
、

持
設
鱗
」
1
/

一一一一一口った

く
も
の
で
あ
る
つ

」
の
左
俸
の
文
は
、

左
俸
の
作
者
の
見
解
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
か
否

か
は
吟
味
を
必
要
と
す
る
も
、
嘗
時
の
左
博
家
は
、
こ
の
簿
文
を
ふ
ま
え
て
、
左
停
の
立
場
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
左
俸
家
が
、
庄
の
君

V

君
擦
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
名
分
を
重
ん
ず
る
穀
梁
俸
と
同
一
基
調
に
立
つ
も

に
制
剤
、
す
る
復
鱗
を
否
定
し
て
い
る
の
は
、

の
で
あ
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
可
否
の

同
一
で
あ
る
。

三
、
父

子

τム
i日1i!J

春
秋
一
ニ
俸
の
中
、
父
子
の
名
分
に
つ
い
て
最
も
問
題
と
な
る
も
の
は
、
街
の
刺
繍
と
そ
の
子
就
に
関
す
る
字
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。
翠
公
に

逐
わ
れ
て
習
に
奔
っ
た
測
績
が
、

の
死
後
衡
に
復
諦
し
よ
う
と
し
て
父
子
骨
肉
の
宇
い
を
し
た
こ
と
は
有
名
な
史
資
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
公
平
俸
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
加
績
は
純
に
針
し
て
は
父
で
あ
る
か
ら
、
純
の
治
め
る
衡
の
閣
を
所
有
し
て
も
よ
い
が
、

に
針
し
て
は
子
で
あ
る
か
ら
、
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父
有
v
子
、
子
不
v
得
v
有
γ

父
也
。

ハ
ム
及
公

晋
越
鞍
州
附
y

師
納
ニ
繍
世
子
制
額
千
九
挟
}
の
簿
)

の
命
に
よ
っ
て
部
位
し
た
純
の
治
め
る
街
の
閣
を
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
で
、
ま
さ
に
父
擦
を
傘
重
し
、
制
積
の
復
婦
を
否
定

す
る
も
の
で
あ
る
。
公
羊
俸
は
更
に
、

報
者
向
判
矯
者
也
、
制
職
之
子
也
、
然
別
高
篤
不
ν
立
一
一
捌
額
一
市
立
γ
紙
、
援
公
、
逐
一
一
制
服
帆
}
市
立
v
報
、
然
別
報
之
義
可
ニ
以
立
一
乎
、
日
、
可
、
設
ハ

可
奈
何
、
不
下
以
ニ
父
命
}
鮮
止
十
一
一
矢
命
ヘ
以
こ
王
父
命
一
僻
一
一
好
〈
命
円
是
父
之
行
ニ
乎
子
一
也
、
不
?
以
一
一
家
事
一

(
友
会
一
一
年
春
、
a

済
関
夏
・
衛
石
史
姑
帥
v
都
競
v
戚
の
縛
〉

以ニ
γ

工
事
一
鮮
叫
}
家
事
ペ

走
上
之
行
一
一
乎
下
一
也
。

と
論
じ
、
傘
々
の
議
か
ら
輔
の
邸
位
を
肯
定
し
、
王
父
の
命
を
零
一
軍
す
る
こ
と
が
部
ち
父
命
を
傘
設
す
る
所
以
を
明
ら
か
し
、
そ
れ
を
玉
事
と

の
関
係
に
お
い
て
“
説
い
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
穀
梁
博
も
全
く
間
援
で
、

約
者
、
内
弗
v
受
也
、
:
:
:
何
用
弗
v
受
也
、
以
『
一
報
不
乙
党
也
、
以
τ
報
不
y

受
一
一
父
之
命
一
受
中
J4
王
伊
〈
下
也
、
信
y

f
〈
一
一
山
辞
一
王
父
ペ
則
一
是
不
v
専一一正



父
一
也
、
其
弗
γ
受
、
以
体
ニ
王
父
一
也
c

〈
京
公
二
年
)

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
穀
染
停
の
見
解
は
、
文
公

の
催
公
の
鰯
を
鱗
せ
た
艇
に
も
見
え
、

「
君
子
不
下
以
一
一
貌
税
一
位
一
F
傘
傘
心
此
春
私
之
義

也
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

公
・
穀
二
俸
の
見
解
に
到
し
て
、
左
俸
は
い
か
な
る
見
解
可
取
る
で
あ
ろ
う
か
。
左
俸
は
史
笈
を
記
載
す
る
の
み
で
、
そ
の
可
否
を
論
じ
て

い
な
い
が
、
た
だ
亥
公
十
六
年
に
お
い
て
、
瑚
棋
が
街
に
復
錦
し
、
大
夫
部
武
子
を
し
て
周
王
に
報
告
せ
し
め
、
府
王
が
こ
れ
を
嘉
納
し
た
こ

と
を
記
載
し
て
い
る
。
左
俸
が
績
'
艇
の
停
と
し
て
、
こ
の
文
を
記
載
を
し
て
い
る
理
由
は
、
事
件
の
格
始
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
も
考
え
ら

れ
る
、
が
、
後
撲
の
左
俸
家
は
蹴
聡
の
復
締
を
肯
定
し
、
父
を
拒
否
し
た
純
を
も
っ
て
惇
徳
逆
倫
の
大
誌
と
論
じ
(
雄
記
・
捜
弓
下
疏
引
五
経
異
義
〉
、

社
預
も
ま
た
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
(
友
会
一
一
年
の
経
注
〉

傘
々
の
立
場
か
ら
親
々
の
義
を
顧
み
ず
、
子
を
も
っ
て
父
を
控
否
し
た
街
椛
の
態
度
は
、
人
倫
の
大
問
題
で
あ
る
。
す
で
に
左
停
家
は
、
公
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穀
ニ
俸
の
刊
一
戒
を
退
け
て
制
判
明
の
復
節
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
貸
は
公
羊
家
の
伺
休
も
穀
梁
家
の
花
尚
南
も
、
そ
れ
ぞ
れ
停
文
に
疑
義
を
さ
し
は
さ

み
、
公
羊
・
穀
梁
の
義
を
否
定
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
何
休
は
友
公
一
一

の
公
羊
俸
に
針
し
て
、

是
王
法
行
『
一
於
一
諸
侯
川
雄
v
得
v
正
、
非
一
一
説
明
仏
之
{
局
者
一
也
、
故
舟
有
国
、
夫
子
潟
ニ
徹
君
一
乎
、
子
貢
呂
、
誌
、
音
符
γ
間
v
之、

叔
務
何
人
弘
、
日
、
古
之
賢
人
也
、
日
、
怨
乎
、
求
v
仁
而
得
v
仁
、
又
何
怨
、
出
回
、
夫
子
不
v
魚
也
。

と
注
し
、
論
語
逃
市
篇
の
文
を
根
篠
と
し
て
術
報
の
態
度
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
活
需
は
、
亥
公
二
年
の
穀
梁
俸
に
劉
し
、

入
日
、

'自宅

f
j々
-
-
F
T
/

情
不
v
達
一
一
此
義
ペ
江
際
問
、
一
知
芳
公
駿
一
一
世
子
ペ
世
子
選
y

図
書
γ
築
、
若
露
公
駿
一
一
関
積
一
立
γ
親
、
別
加
績
不
v
得
三
復
耕
一
一
議
日
世
子
一
也
、
裕
一
一

蹴
積
一
簿
二
世
子
ペ
則
一
強
公
不
γ
命
γ
椛
審
也
、
此
矛
橋
之
稀
也
、
然
別
従
一
一
王
父
之
一
一
一
一
向
日
俸
似
v
失
失
、
'
経
一
去
、
約
一
一
衛
世
子
円
、
郷
世
子
忽
復
一
一
錦

子
鄭
ペ
和
二
世
子
ペ
明
正
也
、
明
正
則
控
γ

之
者
非
邪
。

い
、
穀
梁
惇
集
解
序
に
も
、

と
注
し
、
江
閉
山
の
訟
を
引
用
し
て
穀
梁
の

「以
v
控
v
父
為
γ

傘
v
組
、
同
定
第
三
子
可
一
一
得
市
抜
一
也
J

と
論
じ

て
い
る
。



は
な
く
、
寧
ろ
奪
々

何
休
や
沼
爾
が
、
そ
れ
ぞ
れ
公
穀
の
博
文
を
批
判
し
て
い
る
の
は
、

に
鶏
口
し
て
父
子
の
親
を
範
す
弊
害
の
名
数
上
に

理
'
を
求
め
る
こ
と
を
解
注
の
基
本
と
し

左
停
家

従
っ
て
、
公
凱
訟
の
非
を
是
正
す
る
と
い
う
立
場
で

た
も
の
で
'
あ
る
ま
い
か
。

に
穀
梁
の
一

に
お
い
て
、
如
上
の
見
解
の
存
す
る
こ
と
は
、
大
い
に
注
目
す
べ
き

と
こ
ろ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

衛
概
父
子
に
関
す
る
名
分
の
問
題
が
、
も
と
三
俸
に
お
い
て
見
解
を
兵
に
し
て
も
、
そ
れ
が
左
氏
の
義
に
よ
っ
て
統
一

」
と
は
、
あ

る
い
は
名
教
に
関
す
る
社
禽
的
要
請
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
と
に
か
く
斯
か
る
重
大
問
題
が
左
氏

よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
と
こ
ろ

に
、
左
傍
の
一
角
く
許
償
さ
れ
る
意
義
が
存
す
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

問
、
む

す

むと

以
上
、
春
私
一
ニ
俸
に
お
け
る
名
分
論
の
骨
子
と
見
る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
概
観
し
た
が
、
先
ず
公
羊
停
に
つ
い
て

い
得
る
こ
と
は
、
王
室
を
傘
び
君
様
を
擁
護
せ
ん

の
反
面
、
力
主
義
を
肯
定
す
る
現
貫
主
義
的
傾
向
が
濃
厚
で
あ
る
。
こ
の
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矛
腐
性
の
解
榔
仰
は
、
来
た
る
べ
き
新
王
へ
の
期
待
に
求
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
更
に
そ
の

に
取
っ
て
代
わ
る
新
王
朝
笈
現
の
原
浬
を
提
供

す
る
。
公
羊
俸
が
、
漢
{
一
認
の
創
業
か
ら
一
統
確
立
に
か
か
る
時
代
に
お
い
て
傘
ヰ
議
さ
れ
た
反
間
、
す
で
v
二
統
を
達
成
し
た
守
成
の
後
漢
時
代

や
、
王
朝
一
の

自
ま
ぐ
る
し
く
行
わ
れ
た
三
盟
六
朝
時
代
に
お
い
て
一
衰
微
し
た
理
由
の
一
部
は
、
こ
こ
に
存
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ

ぅ
。
端
的
に
言
え
ば
、
公
学
俸
は
、
王
朝
革
命
に
趨
合
す
る
原
恕
を
提
供
す
る
も
、
太
卒
守
成
の

の
で
は
な
い
。
公
羊
家
の

何
休
が
、
…
一
一
科
九
宮
の
設
を
た
て
、
そ
の
究
極
に
お
い
て
大
間
大
一
統
の
役
を
求
め
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
儒
家
の
理
想
論
で
、
公
学
俸

本
来
の
思
想
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
。

次
に
穀
梁
俸
に
つ
い
て
見
る
に
、
穀
梁
俸
は
公
羊
俸
に
見
る
が
ご
と
き
矛
腐
を
一
掃
し
、
般
厳
な
る
名
分
論
を
も
っ
て
一
貫
し
、
日
拡
曾
秩
序

維
持
の
理
を
冷
性
に
追
求
し
て
い
る
の
は
、
郷
玄
の
評
す
る
が
ご
と
く
「
絞
に

も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
在
俸
と
共
泡
す
る
部
も
多

分
に
存
す
る
が
、
そ
の
盛
行
し
な
か
っ
た
理
由
は
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
穀
梁
停
之
、
そ
の
名
分
論
に
お
い
て
は

中
ず
か

h
f

、c



る
純
正
般
綾
な
る
も
の
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
他
の
一
般
論
調
に
お
い
て
は
公
羊
俸
の
班
流
に
麗
し
、
特
に
穀
染
事
者
に
お
い
て
大

Fν

、に、、、当
F
h
J

、、

ダ
A

で
刀
手
ん
く

の

至
っ
て
穀
染
率
を
集
大
成
し
た
と
し
て
も
、
穀
梁
一
家
に
間
執
せ
ず
、
寧
ろ
穀
梁
俸
の
北
〈
を
是
正
す
る
態
皮
に
出
た

」
と
が
そ
の
閣
を
な
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

左
俸
は
公
・
穀
ニ
俸
の
ご
と
く
、
員
向
か
ら
名
分
払
仰
を
授
か
ず
、
史
貨
や
説
話
を
湿
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
、
そ
の
諮
気
や
主
張
、
が
部
弱
に

見
え
る
が
、
左
侍
家
に
名
儒
が
輩
出
し
て
公
学
の
短
を
そ
し
り
、
左
傍

の
大
義
と
父
子
の
殺
に
求
め
、

一
統
天
下
に
適
合
す
る

健
恒
常
の
名
分
論
を
巧
み
に
主
張
し
た
。
左
侍
が
斯
か
る
名
分
論
を
も
っ
て
一
貫
す
る
も
の
と
は
認
め
難
い
が
、
左
侍
家
の

巧
~ 

で
、
{
等
々
と
親
々
と
の
二
部
の
調
和
統
一

っ
た
こ
と
が
宇
一
目
さ
れ
る
。
左
俸
が
経
閣
の
常
法
を
説
く
縫
製
ゐ
警
と
し
て
、
公
穀
の
こ
俸
を

凌
駕
す
る
に
至
っ
た
一
因
は
、
こ
こ
に
存
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

ハ
本
翠
救
援
〉

( 23 ) 


	0013
	0014
	0015
	0016
	0017
	0018
	0019
	0020
	0021
	0022
	0023
	0024

